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(57)【要約】
【課題】設置スペースの効率が良く作業者の作業性を向
上することのできる電線処理機の電線束の一括管理シス
テムを提供すること。
【解決手段】リール３３に巻かれた電線束３４から電線
３２を引き出し、電線３２を切断、皮剥きまたは端子の
取付けの少なくともいずれかを実行する電線処理機１１
を作業者の作業する作業エリアを向かい合わせに並べて
配置し、電線処理機１１に前記電線３２を供給するに当
たって、電線束３４を電線収納容器３５に収納し、電線
収納容器３５を電線束収納容器棚３６に複数個載置して
、電線収納容器３５を一個所に集中して纏めて一括して
管理し、電線処理機１１に電線束収納容器棚３６に載置
された電線収納容器３５から電線３２を順次引き出して
供給する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リールに巻かれた電線束から電線を引き出し、該電線のを切断、皮剥きまたは端子の取
付けの少なくともいずれかを実行する電線処理機を作業者の作業する作業エリアを向かい
合わせに並べて配置し、前記電線処理機に前記電線を供給するに当たって、
　前記電線束を電線収納容器に収納し、該電線収納容器を電線束収納容器棚に複数個載置
して、前記電線収納容器を一個所に集中して纏めて一括して管理し、前記電線処理機に前
記電線束収納容器棚に載置された前記電線収納容器から前記電線を順次引き出して供給す
るようにした
　ことを特徴とする電線処理機の電線束の一括管理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の電線処理機の電線束の一括管理システムにおいて、
　前記電線束収納棚は、
　２段の棚にそれぞれ１列に配置し、上段に配列される電線収納容器の位置と下段に配列
される電線収納容器の位置とが重ならないように配置してある
　ことを特徴とする電線処理機の電線束の一括管理システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電線処理機の電線束の一括管理システムにおいて、
　作業者の作業する作業エリアを向かい合わせに並べて配置する前記電線処理機への前記
電線の供給は、
　前記一方の電線処理機に前記電線束から供給し、
　前記他方の電線処理機に前記電線束から天井に設けられた支持部材を介して前記一方の
電線処理機の電線供給方向と反対の方向から供給する
　ことを特徴とする電線処理機の電線束の一括管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線の管理システムに係り、特に電線処理機に供給するリールに巻き取られ
た電線線束の一括管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等に配索される組電線であるワイヤハーネスは、複数のサブハーネスを組み合わ
せて構成されている。そして、このサブハーネスは、予め設定された長さに切断された電
線の端部に圧接端子を圧着接続した端子付きハーネスを製造しておき、この端子付きハー
ネスの他端部にさらに合成樹脂製のコネクタハウジングを挿着して製造される。
【０００３】
　端子付きハーネスは、電線処理機によって製造されている。すなわち、端子付きハーネ
スは、リールに巻かれた電線束から電線を引き出し、電線処理機よって引き出された電線
の一端部に圧着端子が取り付けられている。この圧着端子が取り付けられた電線は、電線
処理機に送られ、この電線処理機によって走行させながら予め設定された長さを測長し切
断される。
【０００４】
　このような端子付きハーネスの製造に当たっては、製造効率を考慮して従来は電線処理
機を２台並べて行っている。すなわち、図１８（Ａ）に示す如く、電線処理機１と電線処
理機２が並列に並べられている。図１８（Ａ）において電線処理機１と電線処理機２は、
同じ方向に向いて並べられている。すなわち、電線処理機１の作業エリア１ａと電線処理
機２の作業エリア２ａとは、同じ側に位置している。
【０００５】
　この図１８（Ａ）に示す如き電線処理機１と電線処理機２との配置では、電線処理機１
には、リールに巻かれた電線束が収納された電線収納容器３が設けられている。また、電
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線処理機２には、リールに巻かれた電線束が収納された電線収納容器４が設けられている
。
　電線収納容器３、４は、丸い筒状に形成され、リールに巻かれた電線束が収納されてい
る。そして、電線収納容器３からは、電線３ａが引き出されて電線処理機１に供給されて
いる。また、電線収納容器４からは、電線４ａが引き出されて電線処理機２に供給されて
いる。
【０００６】
　このような図１８（Ａ）に示す如き電線処理機１と電線処理機２との配置では、電線処
理機１の作業エリア１ａと電線処理機２の作業エリア２ａとの配置位置が電線処理機２を
跨いだ状態になっている。このため、電線処理機１用の電線収納容器３の設置位置と、電
線処理機２用の電線収納容器４の設置位置とは、同じ側に位置することになる。このため
電線収納容器の設置スペースは効率的となる。
　しかしながら、作業者５は、電線処理機１の作業エリア１ａで作業を行い、電線処理機
２の作業エリア２ａで作業を行う場合、電線処理機１の作業エリア１ａでと電線処理機２
の作業エリア２ａとの間を矢印Ａに示す如く行き来しなければならず作業効率が良くない
という問題点を有している。
【０００７】
　そこで、作業者５の作業効率を良くするため図１８（Ｂ）に示す如く、電線処理機６と
電線処理機７との配置をそれぞれの作業エリア６ａ，７ａが向かい合わせに並べて配置す
る方法が採られている。
　このような図１８（Ｂ）に示す如き電線処理機６と電線処理機７との配置では、作業者
５は、電線処理機６の作業エリア６ａで作業を行い、電線処理機７の作業エリア７ａで作
業を行う場合、電線処理機６の作業エリア６ａで作業を行った後、振り向くことで電線処
理機７の作業エリア７ａで作業を行うことができ、作業効率が格段に改善することができ
る。
【０００８】
　しかしながら、図１８（Ｂ）に示す如き電線処理機６と電線処理機７との配置では、電
線処理機６の作業エリア６ａと電線処理機７の作業エリア７ａとの配置位置が向き合った
状態になっている。このため、電線処理機６用の電線収納容器８の設置位置と、電線処理
機７用の電線収納容器９の設置位置とは、異なった側に位置することになる。
　したがって、電線処理機６と電線処理機７の設置位置において、電線収納容器１つ分の
設置スペースがはみ出たような状態となっており、設置スペースの効率的が悪いという問
題点を有している。
【０００９】
　そこで、近年、自動圧接機においてほぼ水平に延びる電線移送通路Ｗに沿って、供給さ
れる所定の電線群２Ａを多数設けた電線供給リール４から供給する装置が提案されている
（特許文献１）。
　この特許文献１は、電線移送通路Ｗに沿って供給される所定の電線群２Ａに圧接コネク
タ３を圧接接続する圧接装置１１であり、圧接コネクタ３に接続する所定の電線群２Ａを
選定して給送するために多数の電線供給リール４を設けたものである。
【００１０】
　また、近年、収納棚１２，１２，１２に、複数個の電線リール１１を長尺電線を送り出
し可能な状態でストックする電線供給ステーションＳ１を備えたワイヤハーネスの製造装
置が提案されている（特許文献２）。
　この特許文献２は、複数の収納棚１２のそれぞれに収納する電線３０を種類別に巻き付
けた多数の電線リール１１の状態で、長尺電線を送り出し可能な状態でストックする電線
供給ステーションＳ１を設けたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
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【特許文献１】特開昭６０－５７２７２号公報
【特許文献１】特開平１０－１１２２２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、特許文献１は、電線移送通路Ｗに沿って供給される所定の電線群２Ａに
圧接コネクタ３を圧接接続する圧接装置１１において、圧接コネクタ３に接続する所定の
電線群２Ａを選定して給送するために多数の電線供給リール４を設けたことが記載されて
いるだけである。
　すなわち、特許文献１は、作業者の作業について考慮したものでなく、作業者の作業効
率については問題点を有している。
【００１３】
　また、特許文献２は、ワイヤハーネスの製造装置において、複数の電線リール１１に巻
き付けた長尺電線を送り出し可能な状態に複数の収納棚１２にストックする電線供給ステ
ーションＳ１を備えたことが記載されているだけである。
　すなわち、特許文献２は、複数の電線リール１１に巻き付けた長尺電線を送り出し可能
な状態で複数の収納棚１２にストックするだけで、複数の電線リール１１の設置スペース
については考慮されておらず、設置スペースの効率が悪いという問題点を有している。
【００１４】
　本発明の目的は、上記した事情に鑑みてなされたもので、設置スペースの効率が良く作
業者の作業性を向上することのできる電線処理機の電線束の一括管理システムを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するためになされた請求項１記載の本発明の電線処理機の電線束の一括
管理システムは、リールに巻かれた電線束から電線を引き出し、該電線を切断、皮剥きま
たは端子の取付けの少なくともいずれかを実行する電線処理機を作業者の作業する作業エ
リアを向かい合わせに並べて配置し、前記電線処理機に前記電線を供給するに当たって、
　前記電線束を電線収納容器に収納し、該電線収納容器を電線束収納容器棚に複数個載置
して、前記電線収納容器を一個所に集中して纏めて一括して管理し、前記電線処理機に前
記電線束収納容器棚に載置された前記電線収納容器から前記電線を順次引き出して供給す
るようにしたことを特徴としている。
【００１６】
　本願請求項１に記載の発明によれば、端子付き電線を製造する電線処理機を作業者の作
業する作業エリアを向かい合わせに並べて配置しているので、作業者は、電線処理機毎に
移動することなく、振り向くだけで電線処理機の操作をすることができ、作業者の作業性
を向上することができる。
　また、本願請求項１に記載の発明によれば、電線束を電線収納容器に収納して電線束収
納容器棚に複数個載置して、一個所に纏めて一括して集中管理しているため、
電線束の設置スペースの効率化を図ることができる。
【００１７】
　上記課題を解決するためになされた請求項２記載の本発明の電線処理機の電線束の一括
管理システムは、請求項１に記載の電線処理機の電線束の一括管理において、
　前記電線束収納棚を、
　２段の棚にそれぞれ１列に配置し、上段に配列される電線収納容器の位置と下段に配列
される電線収納容器の位置とが重ならないように配置してあることを特徴としている。
【００１８】
　本願請求項２に記載の発明によれば、電線束収納棚を、２段の棚にそれぞれ１列に配置
し、上段に配列される電線収納容器の位置と下段に配列される電線収納容器の位置とが重
ならないように配置してあるため、電線束を効率よく纏めて一括して集中管理することが
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できる。
【００１９】
　上記課題を解決するためになされた請求項３記載の本発明の電線処理機の電線束の一括
管理システムは、請求項１又は２に記載の電線処理機の電線束の一括管理において、
　作業者の作業する作業エリアを向かい合わせに並べて配置する前記電線処理機への前記
電線の供給を、
　前記一方の電線処理機に前記電線束から供給し、
　前記他方の電線処理機に前記電線束から天井に設けられた支持部材を介して前記一方の
電線処理機の電線供給方向と反対の方向から供給することを特徴としている。
【００２０】
　本願請求項３記載の発明によれば、電線処理機への電線の供給を、一方の電線処理機に
電線束から供給し、他方の電線処理機に電線束から天井に設けられた支持部材を介して一
方の電線処理機の電線供給方向と反対の方向から供給するように構成してあるため、電線
処理機を作業者の作業する作業エリアを向かい合わせに並べて配置することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、設置スペースの効率を良くすることができ、作業者の作業性を向上す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】電線処理機の電線束の一括管理システムの全体構成図である。
【図２】図１に図示の電線処理機の全体模式図である。
【図３】図２に図示の電線処理機の電線測長部を示す図である。
【図４】図２に図示の電線処理機の電線搬送部を示す図である。
【図５】図２に図示の電線処理機の電線切断部を示す図である。
【図６】図２に図示の電線処理機の圧着端子取付部を示す図である。
【図７】図６に図示の圧着端子取付部で電線の端部に圧着端子を取り付けた状態を示す図
である。
【図８】図７に図示の圧着端子取付部で電線の端部に圧着する圧着端子の送り状態を示す
図である。
【図９】図１に図示の電線処理機の正面から見た全体図である。
【図１０】図９に図示の電線処理機の電線端部の皮剥き部、電線端部への圧着端子の取付
部、圧着端子の圧着部取付部を示す図である。
【図１１】図１０に図示の電線処理機の電線端部の皮剥き部、電線端部への圧着端子の取
付部、圧着端子の圧着部取付部の動作を示す図である。
【図１２】図１０に図示の電線処理機の電線端部の皮剥き部、電線端部への圧着端子の取
付部、圧着端子の圧着部取付部の動作を示す図である。
【図１３】図１０に図示の電線処理機の圧着端子の圧着部取付部から払い出された電線が
貯められる貯留部を示す図である。
【図１４】図１に図示の電線束の一括管理部の全体図である。
【図１５】図１４に図示の電線束の一括管理部から取り出した電線を天井側を通す支持部
材を示す図である。
【図１６】図１に図示の電線処理機の電線束の一括管理システムの電線処理機に電線を供
給する電線分配部材を示す図である。
【図１７】図１６に図示の電線分配部材から電線処理機に電線を供給する状態を示す図で
ある。
【図１８】従来の電線処理機の配置例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
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　図１には、本発明に係る電線処理機の電線束の一括管理システム１０の全体構成図が示
されている。
　図１に示される電線処理機の電線束の一括管理システム１０においては、電線処理機１
１と電線処理機１２とが作業者の作業する作業エリア１１ａ，１２ａを向かい合わせに並
べて配置されている。
　また、電線処理機の電線束の一括管理システム１０においては、電線処理機１１と電線
処理機１２に電線を供給する電線束一括収納部１３を備えている。
【００２４】
　電線処理機１１と電線処理機１２とは同一の構成を有しているので、ここでは電線処理
機１１についてのみ説明する。この電線処理機１１と電線処理機１２とは、配置されてい
る向きが異なっている。このため、電線処理機１１には、電線束一括収納部１３から直接
電線が供給されているのに対し、電線処理機１２には、電線束一括収納部１３から電線が
支持部材１４を介して供給されている。
【００２５】
　電線処理機１１には、図２に示す如く、電線束一括収納部１３から供給されている電線
の前処理を行う電線前処理装置１５が設けられている。この電線前処理装置１５は、測長
器１６と、電線送り装置１７と、切断器１８と、圧着端子取付器１９とを備えている。
　測長器１６は、電線処理機１１に搬送する電線の長さを測定するもので、図３に示す如
き構成を有している。すなわち、測長器１６は、一対の測長ローラ１６ａ，１６ｂを備え
、この一対の測長ローラ１６ａ，１６ｂ間を挿通する電線の長さを測定している。この測
長ローラ１６ａ，１６ｂ間を通った電線は、電線送り装置１７に送られていく。
【００２６】
　電線送り装置１７は、電線束一括収納部１３から電線を引き出して電線処理機１１側に
送り出すもので、図４に示す如き構成を有している。すなわち、電線送り装置１７は、４
つのプーリー１７ａ，１７ｂ，１７ｃ，１７ｄを備え、２つのプーリー１７ａ，１７ｂに
は、送りベルト１７ｅが懸架されており、２つのプーリー１７ｃ，１７ｄには、送りベル
ト１７ｆが懸架されている。電線送り装置１７は、この送りベルト１７ｅと送りベルト１
７ｆで電線を挟み、この送りベルト１７ｅと送りベルト１７ｆを走行させることによって
電線束一括収納部１３から電線を引き出して電線処理機１１側に送り出す作用を有してい
る。この電線送り装置１７は、測長器１６によって、電線の長さを測定し、設定した長さ
になると電線の送り出しを停止する。
【００２７】
　切断器１８は、電線送り装置１７が電線の送り出しを停止した後、電線を切断するもの
で、図５に示す如き構成を有している。すなわち、切断器１８は、電線送り装置１７から
送られてくる電線をチャックする電線保持部１８ａと、電線保持部１８ａでチャックして
いる電線を切断するカッター１８ｂとを備えている。このカッター１８ｂは、電線の走行
が停止すると、上方から降下してきて電線保持部１８ａにチャックされている電線をカッ
トする。このカットされた前にある電線の端部は、前の電線の後端部となり、このカット
された後にある電線の端部は、後の電線の先端部となる。
　切断器１８と電線送り装置１７との間には、チューブ１８ｃで接続されており、電線送
り装置１７から送られる電線は、このチューブ１８ｃの中を通って切断器１８に送られて
いる。
【００２８】
　この切断器１８のカッター１８ｂによってカットされた電線は、切断器１８の電線保持
部１８ａで保持されたまま、図６に示す如く、圧着端子取付器１９の方に移動する。この
圧着端子取付器１９には、電線の先端部の皮剥きをして導体を露出させる圧接部１９ａと
、この圧接部１９ａを受けて電線の先端部に圧着端子２０を圧着取り付ける受け部１９ｂ
とを有している。また、圧着端子取付器１９は、圧接部１９ａが電線の先端部を圧接した
際に、切断器１８の電線保持部１８ａを押さえつける押圧部材１９ｃが設けられている。
この押圧部材１９ｃは、圧接部１９ａと共に下降し、切断器１８の電線保持部１８ａに設
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けられている受けピン１８ｄに当接し、切断器１８を押し付け安定させる作用を幽してい
る。
【００２９】
　この圧着端子取付器１９による圧着端子２０の取付は、図７，図８に示す如く行われる
。すなわち、切断器１８の電線保持部１８ａによって保持された電線が図６に示す如く、
切断器１８の電線保持部１８ａに保持されたまま移動すると、圧着端子取付器１９の位置
に切断器１８の電線保持部１８ａに保持された電線が来たことを検知する。すると、圧着
端子取付器１９は、図７に示す如く、圧接部１９ａが下降し、切断器１８の電線保持部１
８ａに保持された電線を押圧する。この圧接部１９ａの下降とともに押圧部材１９ｃも下
降し、切断器１８の電線保持部１８ａを押さえ付ける。
　この圧接部１９ａが下降して切断器１８の電線保持部１８ａに保持された電線が押圧さ
れると、電線の先端部の皮剥きが行われ導体が露出される。そして、圧接部１９ａによっ
て皮剥きが行われ導体が露出された電線の先端部に圧着端子取付器１９に自動で送られて
くる圧着端子２０が圧着して取り付けられる。
【００３０】
　圧接部１９ａによって電線の先端部に圧着端子２０が圧着取り付けられると、図８に示
す如く、圧接部１９ａが上昇し、切断器１８の電線保持部１８ａに保持された電線の押圧
を解除する。この圧接部１９ａの上昇とともに押圧部材１９ｃも上昇し、切断器１８の電
線保持部１８ａを押さえ付けを解除し、元の位置に復帰する。
　切断器１８のカッター１８ｂによって、電線の後端部を切断された電線は、電線処理機
１１に搬送される。この電線処理機１１に搬送されてきた電線は、先端部には、圧着端子
取付器１９の圧接部１９ａで圧着端子２０が圧着取り付けられた電線となっている。この
電線処理機１１では、先端部に圧着端子２０が圧着取り付けられた電線の後端部に、図９
に示す如く、端末処理が行われる。
【００３１】
　電線処理機１１は、電線前処理装置１５の切断器１８と兼ねる切断部２１と、皮剥き部
２２と、端子取付部２３と、圧着部２４と、完成品ストック部２５とを備えており、図９
に示す如き構成を有している。
　切断部２１は、図５図に示される電線前処理装置１５の切断器１８と同じもので、電線
前処理装置１５の切断器１８について説明したものと同じである。この切断部２１には、
切断した後の電線を把持して隣接する皮剥き部２２の位置に搬送する搬送チャック２６が
設けられている。
【００３２】
　皮剥き部２２は、図９に示す如く、切断部２１の左隣に設けられており、切断部２１で
切断された電線を受け取り、電線の後端部の絶縁体を剥離して導体を露出するものである
。この皮剥き部２２には、搬送チャック２６によって搬送されてきた切断した後の電線の
後端部の絶縁体を剥離するために押さえる皮剥き用チャック２７が設けられている。また
、皮剥き用チャック２７の前に位置し、搬送チャック２６に隣接して、電線の後端部の絶
縁体を剥離した電線を把持して隣接する端子取付部２３の位置に矢印Ａに示す如く搬送す
る搬送チャック２８が設けられている。
【００３３】
　端子取付部２３は、図９に示す如く、皮剥き部２２の左隣に設けられており、皮剥き部
２２で後端部の絶縁体を剥離して導体が露出された電線を受け取り、露出した導体に端子
を取り付けるものである。この端子取付部２３には、搬送チャック２８によって搬送され
てきた後端部の絶縁体を剥離して導体が露出された電線に端子を取り付けるために押さえ
る端子取付用チャック２９が設けられている。また、端子取付用チャック２９の前に位置
し、搬送チャック２８に隣接して、電線の後端部の絶縁体を剥離して露出された導体に端
子を圧着接続した電線を把持して隣接する圧着部２４の位置に矢印Ｂに示す如く搬送する
搬送チャック３０が設けられている。
【００３４】
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　圧着部２４は、図９に示す如く、端子取付部２３の左隣に設けられており、端子取付部
２３で絶縁体を剥離された後端部の導体に端子が取り付けられた電線を受け取り、導体に
取り付けられた端子を圧着接続するものである。この圧着部２４には、搬送チャック３０
によって搬送されてきた電線の後端部の絶縁体を剥離して露出された導体に端子を取り付
けた電線を圧着接続するために押さえる圧着用チャック３１が設けられている。また、圧
着用チャック３１の前に位置し、搬送チャック３０に隣接して、電線の後端部の絶縁体を
剥離して露出された導体に端子を取り付けた電線を圧着接続して完成した電線を把持して
隣接する完成品ストック部２５の位置に矢印Ｃに示す如く搬送する払い出しする図示して
いない搬送チャックが設けられている。
　この完成品ストック部２５は、図１３に示す如く、圧着部２４において絶縁体を剥離さ
れた後端部の導体に取り付けられた端子を圧着接続して完成した電線を圧着部２４から払
い出して一時貯め置くスペースである。
【００３５】
　この電線処理機１１による電線の後端部の端子の圧着接続は、図１０～図１３に示す如
く、端末処理が行われる。
　まず、図５に示す如く、電線保持部１８ａでチャックされた電線がカッター１８ｂによ
って切断されると、カッター１８ｂによって切断された前の位置にある電線は図１０に示
す如く搬送チャック２６によって皮剥き部２２の前に搬送される。
　皮剥き部２２の前に搬送された電線は、後端部の絶縁体を剥離するために押さえる皮剥
き用チャック２７によって把持される。このとき、電線は、図１１に示す如く、搬送チャ
ック２６と皮剥き用チャック２７によって同時に把持された状態となる。
【００３６】
　そして、皮剥き部２２の前に搬送された電線は、後端部の絶縁体を剥離するために押さ
える皮剥き用チャック２７によって把持された後、図１２に示す如く、搬送チャック２６
による電線の把持は解除される。
　図１２に示す如く、電線の把持が解除された搬送チャック２６は、切断部２１の前の位
置に戻る。
【００３７】
　この電線処理機１１による電線の後端部の端子の圧着接続は、連続的に行われるため、
図１０～図１３に示す如く、連続的に端末処理が行われる。すなわち、電線保持部１８ａ
でチャックされた電線がカッター１８ｂによって切断されると、カッター１８ｂによって
切断された前の位置にある電線は図１０に示す如く搬送チャック２６によって皮剥き部２
２の前に搬送されると同時に、皮剥き部２２において後端部の絶縁体を剥離して導体が露
出された電線は図１０に示す如く搬送チャック２８によって端子取付部２３の前に搬送さ
れ、端子取付部２３において後端部の絶縁体を剥離して導体が露出された電線に端子を取
り付けた電線は図１０に示す如く搬送チャック３０によって圧着部２４の前に搬送され、
圧着部２４において後端部の絶縁体を剥離して露出された導体に端子を取り付けた電線を
圧着接続した電線は図１０に示す如く図示しない搬送チャックによって完成品ストック部
２５に払い出しが同時に行われる。
【００３８】
　電線束一括収納部１３は、図１４に示す如く構成されている。
　図１４において、電線束一括収納部１３は、電線３２をリール３３に巻き付けて束ねら
れた電線束３４を１個ずつ個別に収納する電線収納容器３５と、電線収納容器３５を１個
所に纏めて収納する電線束収納容器棚３６とを備えている。リール３３には、所定長さの
電線３２が巻き付けられている。また、電線収納容器３５には、リール３３に巻き付けて
束ねられた電線束３４が個別に収納されており、それぞれの電線収納容器３５からは、リ
ール３３から巻き出した電線３２を取り出せるようになっている。
【００３９】
　電線束収納容器棚３６は、竪枠３７と、横枠３８とによって長方形状に組み付けられて
構成されている。そして、横枠３８は、下方に下枠３８ａが設けられ、中部に中枠３８ｂ
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が設けられ、上部に上枠３８ｃからなっている。下枠３８ａの上には、下板３９が取り付
けられており、中枠３８ｂの上には、中板４０が取り付けられており、上枠３８ｃの上に
は、上板４１が取り付けられている。
　この下板３９の上には電線収納容器３５が複数個並べて載置されている。また、中板４
０の上にも電線収納容器３５が複数個並べて載置されている。このように電線束収納容器
棚３６は、電線収納容器３５が下板３９による下段と、中板４０による上段の２段に設け
られている。
　そして、下段に載置された複数の電線収納容器３５の設けられた位置と、上段に載置さ
れた複数の電線収納容器３５の設ける位置とは、横に半分ずつずらして設けられている。
【００４０】
　電線束収納容器棚３６の中板４０には、下板３９の上に載置された下段の電線収納容器
３５から取り出した電線３２を外部に取り出すため円形状に形成された下側電線取出し口
４２が設けられている。この下側電線取出し口４２は、下段に載置されている電線収納容
器３５の数と同じ数設けられている。
　また、電線束収納容器棚３６の上板４１には、中板４０の上に載置された上段の電線収
納容器３５から取り出した電線３２を外部に取り出すため円形状に形成された上側電線取
出し口４３が設けられている。この上側電線取出し口４３は、上段に載置されている電線
収納容器３５の数と同じ数設けられている。
【００４１】
　さらに、上板４１には、下側電線取出し口４２から取り出した電線３２を上板４１から
外部に取り出すための挿通孔４４が隣り合う上側電線取出し口４３の間に設けられている
。そして、上板４１に設けられる挿通孔４４と、中板４０に設けられる下側電線取出し口
４２との間は、挿通孔４４と下側電線取出し口４２を繋ぐように筒状部材４５が設けられ
ている。この筒状部材４５は、下段の電線収納容器３５から取り出した電線３２が下側電
線取出し口４２から出て上段に載置された電線収納容器３５の間を走行する際に、電線３
２が揺れて上段の電線収納容器３５に当たって電線３２の表面が傷むことがないように保
護するためのものである。
　また、上板４１には、桟４６が渡されており、この桟４６には上板４１に設けられた上
側電線取出し口４３から送出されてくる上段の電線収納容器３５からの電線３２と挿通孔
４４から送出されてくる下段の電線収納容器３５からの電線３２を電線処理機１１の方向
に走行するように案内する案内部材４７が設けられている。案内部材４７は、上板４１に
設けられた上側電線取出し口４３と、挿通孔４４に対応して上側電線取出し口４３と挿通
孔４４の数設けられている。
【００４２】
　案内部材４７によって案内されて送出される電線３２は、天井側を走行させるために、
図１５に示す如く、天井に支持部材４８が設けられている。支持部材４８は、枠組みされ
たポール４８ａを吊下げポール４８ｂによって天井から吊り下げて設けられている。枠組
みされたポール４８ａは、電線３２が枠組みされたポール４８ａの上側を矢印Ａに示す方
向にスムーズに走行するように電線３２を支持している。ポール４８ａの端部には、電線
処理機１１に向けて電線３２を下方に誘導するため案内支持部４９が設けられている。
【００４３】
　案内支持部４９によって電線処理機１１に向けて下方に誘導された電線３２は、図１６
に示す如く、中継案内部材５０に案内誘導されて電線分配部材５１に誘導されている。す
なわち、中継案内部材５０は、図１６に示す如く、床上に設けられたポールで組みこまれ
た台車５２に取り付けられており、枠組みされたポール４８ａの上側を走行してきた電線
３２を下方に誘導するものである。この中継案内部材５０には、台車５２の横ポール５２
ａに複数の誘導部材５３が設けられている。この誘導部材５３は、案内支持部４９によっ
て誘導された電線３２を、電線分配部材５１に誘導する作用を有している。
　電線分配部材５１は、床上を移動可能に構成されるポール５４ａで組みこまれた電線分
配台車５４に取り付けられており、ポール５４ａ間には、電線分配板５１ａが複数個設け



(10) JP 2017-126446 A 2017.7.20

10

20

られている。それぞれの電線分配板５１ａには、誘導部材５３から送られたきた電線３２
を通す通し穴５１ｂが設けられており、誘導部材５３から送られたきた電線３２を分配し
て電線処理機１１に供給できるようになっている。
【００４４】
　この電線分配板５１ａの通し穴５１ｂから供給される電線３２は、そのうちの１本又は
必要とする本数（本実施例においては、１本）引き出されて、図１７に示す如く、電線処
理機１１の入り口部５５に送られる。図１７は、電線処理機１１の電線３２の入り口部５
５を示しており、入り口部５５には、電線分配板５１ａの通し穴５１ｂから供給されてき
た電線３２を受け入れるため先端が輪状に形成された誘導環管５５ａが設けられている。
このようにして案内部材４７によって案内されて送出される電線３２は、案内支持部４９
によって下方に誘導され、中継案内部材５０に案内誘導されて電線分配部材５１に誘導さ
れ、電線分配板５１ａの通し穴５１ｂから電線処理機１１の入り口部５５に供給される。
【００４５】
　この他、本発明は本発明の主旨を変えない範囲で種々変更実施可能なことは勿論である
。
【符号の説明】
【００４６】
　１０………電線束の一括管理システム　１１，１２………電線処理機　１１ａ，１２ａ
………作業エリア　１３………電線束一括収納部　１４………支持部材　　１５………電
線前処理装置　２０………圧着端子　２１………切断部　２２………皮剥き部　２３……
…端子取付部　２４………圧着部　２５………完成品ストック部　３２………電線　３３
………リール　３４………電線束　３５………電線収納容器　３６………電線束収納容器
棚

【図１】 【図２】



(11) JP 2017-126446 A 2017.7.20

【図３】 【図４】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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